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5 月 13 日
臨時会

急

質

問

緊

解説

緊急質問とは
　「一般質問」は議員が町の一般事務や将来の方針などについて、町長
や職員に直接聞くものですが、定例会の時に限られて実施が許されて
います。
　しかし、緊急を要する事柄（災害や町行政に重大事態を生じるもの等）
や客観的にやむを得ないと認められるときは、実施について議会の同
意が得られたときに限り、臨時会でも「緊急質問」として実施するこ
とができます。

町
長　

１
つ
目
の
実
施
方
針

に
つ
い
て
だ
が
、
今
般
の
状

況
下
に
お
い
て
国
に
も
都
道

府
県
に
も
、
ま
し
て
や
我
々

市
町
村
に
も
確
固
た
る
も
の

は
な
く
、
手
探
り
状
態
で

次
々
と
浮
上
す
る
諸
課
題
に

適
宜
対
応
し
て
い
る
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
の
対

処
方
針
に
つ
い
て
情
報
発
信

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
同
様
の
対
応
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
つ
目
の
政
策
に
つ
い
て

だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

光
回
線
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
改
め
て
大
き
な
町

政
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。、
長
期
化
が
予
想

さ
れ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
、
ま
た
将
来
同
様

の
事
態
が
生
じ
た
場
合
の
対

策
と
し
て
、
同
一
町
内
に
お

け
る
情
報
格
差
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
格
差
は
解
消

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
あ
る
と
認
識
を
し

て
い
る
。
ク
リ
ア
す
べ
き
課

題
は
多
く
あ
る
が
、
政
策
実

齊
藤
議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う

中
、
本
町
は
対
策
室
を
立
ち

上
げ
、
給
付
制
度
を
設
け
る

な
ど
、
対
策
が
迅
速
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
医
療
体
制
や
対

策
が
十
分
で
は
な
い
と
感
じ

る
。
ま
た
、
ハ
イ
ヤ
ー
会
社

も
営
業
日
、
時
間
を
制
限
し

て
お
り
、
急
性
期
の
医
療
機

関
の
受
診
が
難
し
く
な
る
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
光
回
線
が
な
い
地
域
や
家

庭
は
、
通
信
手
段
の
脆
弱
さ

に
不
自
由
を
感
じ
る
。

　

脅
威
に
対
応
す
る
た
め

に
、
人
材
と
予
算
が
必
要
で

あ
り
、
特
に
大
幅
な
令
和
２

年
度
予
算
変
更
の
必
要
性
を

感
じ
る
。
こ
の
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
実

施
方
針
を
示
す
と
同
時
に
、

現
時
点
で
考
え
て
い
る
政

策
、
考
え
得
る
政
策
に
つ
い

て
町
長
の
存
念
と
見
解
を
問

い
た
い
。

解説

「定例会」と「臨時会」の違いは？
　「定例会」は、毎年定期的（定例的）に召集される議会で、召
集する回数が条例で定められています。
　「臨時会」は、必要がある場合に、あらかじめ示された事項を
を決めるために召集されます。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費　

　
　
　

１
７
５
２
万
８
千
円

【
内
訳
】

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業

　
　
　
　
　

１
４
２
４
万
円

感
染
症
拡
大
防
止
用
消
耗
品

（
マ
ス
ク
・
消
毒
液
等
）

　
　
　
　

２
２
４
万
５
千
円

各
小
中
学
校
臨
時
休
校
に
伴

う
児
童
生
徒
宛
て
書
類
送
付

　
　
　
　
　
　
　
　

40
万
円

指
定
管
理
施
設
閉
鎖
に
伴
う

委
託
料
精
算
金
（
減
収
と
な

っ
た
利
用
料
及
び
事
業
中
止

に
伴
い
指
定
管
理
者
が
負
担

し
た
経
費
の
精
算
）　
　
　

　
　
　
　
　
　

39
万
７
千
円

学
校
給
食
用
食
材
発
注
中
止

に
伴
う
違
約
金　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

24
万
６
千
円

現
に
向
け
、
さ
ら
な
る
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
状
況
下
を
乗
り
切
る

こ
と
が
最
優
先
事
項
で
あ

る
。
ま
ず
は
本
町
か
ら
感
染

者
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
、
適
宜
適
切
な
状

況
判
断
を
行
い
な
が
ら
、
感

染
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
こ
と
が
首
長
と
し

て
の
私
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
状
況
下
を

乗
り
越
え
た
先
に
町
民
の
皆

さ
ん
が
将
来
へ
の
希
望
と
安

心
、
安
全
な
暮
ら
し
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
で

き
得
る
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

￥
補
正
予
算
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￥
補
正
予
算

6 月 16 日～ 19 日
６月定例会

条　

例

▼
病
院
整
備
方
針
策
定
委
員

会　
　
　
　
　

16
万
１
千
円

▼
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

に
対
す
る
国
庫
補
助
金
の
内

示
に
伴
う
追
加
お
よ
び
減
額

　
　
　

１
億
４
０
６
０
万
円

▼
栗
山
町
課
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

「
栗
山
赤
十
字
病
院
の
早
期

改
築
」
を
行
う
こ
と
と
方
針

決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
町
長

直
轄
の
推
進
体
制
を
構
築
す

る
た
め
総
務
課
内
に
「
栗
山

赤
十
字
病
院
改
築
準
備
室
」

を
設
置
。

齊
藤
議
員　

都
市
再
生
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
委
託
料
と

支
障
物
件
移
転
補
償
に
係
る

補
正
予
算
の
詳
細
は
。

建
設
課
長　

国
庫
補
助
金
の

内
示
額
が
３
億
７
０
０
０
万

円
の
62
％
し
か
来
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
。

　

委
託
料
は
栄
町
、
中
央
１

線
、
中
央
15
線
の
調
査
設
計

を
見
送
り
全
額
減
。
昨
年
実

施
で
き
な
か
っ
た
栗
山
駅
南

交
流
拠
点
の
実
施
設
計
を
補

正
。

　

支
障
物
件
移
転
補
償
は
中

央
４
線
と
双
葉
通
り
の
整
備

に
係
る
も
の
。
当
初
予
算
で

は
基
準
に
基
づ
い
て
積
算
し

た
費
用
を
計
上
し
て
い
た

が
、
昨
年
行
っ
た
詳
細
な
調

査
に
お
い
て
費
用
が
増
大
し

た
た
め
、
今
回
補
正
を
行
う

金
額
と
な
っ
た
。　

《 補 正 予 算 一 覧 表 》
単位：千円

議会名

議決
（議会で決定）

専決処分
（議会に代わって町長が決定）

合計 予算区分
新型コロナウイルス

感染症対策関連 その他 新型コロナウイルス
感染症対策関連 その他

第１回定例会
（３月） 2,129 29,495 0 1,040 32,664 令和元年度

（平成 31 年度）
第２回臨時会

（５月）

0 0 0 8,798 8,798

17,528 0 1,220,695
（定額給付金を除く 48,000）

0 1,222,447
令和２年度

第３回定例会
（６月） 292,836 △ 80,461 0 0 212,375

※新型コロナウイルス感染症対策関連費用（対策開始～現在）15 億 3,318 万 8 千円　（定額給付金を除く  3 億 6,049 万 3 千円）

令和２年度予算
（当初予算）86 億 3,800 万円＋（補正予算）14 億 5,059 万 8 千円＝（現在の予算）100 億 8,859 万 8 千円

「
栗
山
赤
十
字
病
院
改
築
準
備
室
」
設
置

　
　
　
　

  

町
長
直
轄
で
推
進
体
制
を
構
築

質

疑

栗
山
赤
十
字
病
院
改
築
に
向
け
、

　
　
　
　

  

整
備
方
針
策
定
委
員
会
を
設
置

▼
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
多
目

的
ホ
ー
ル
空
調
設
備
整
備
工

事　
　

１
８
４
１
万
４
千
円

▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
冷
房

設
備
修
繕
料　

30
万
５
千
円

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
に
つ
い

て
、
一
般
的
な
紙
巻
た
ば
こ

と
同
様
の
課
税
方
式
へ
と
段

階
的
に
見
直
し
を
行
う
。
そ

の
他
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
」
に
お
け
る
税
制
上
の
措

置
（
税
の
減
免
や
徴
収
の
猶

予
な
ど
）
が
講
じ
ら
れ
る
。
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￥
補
正
予
算

質

疑

新型コロナウイルス感染症対策関連
　補正予算　２億９，２８３万６千円

　「栗山町新型コロナウイルス感染症対策基金」設置

条　

例

▼
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
く
「
１
人
１
台
端

末
」
の
整
備
（
８
３
６
台
）

及
び
小
中
学
校
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備

　

１
億
１
２
５
７
万
７
千
円

▼
感
染
症
予
防
の
た
め
小
中

学
校
の
教
室
・
保
健
室
に
エ

ア
コ
ン
を
整
備

　
　
　
　
　

７
５
０
０
万
円

▼
町
民
有
志
が
実
施
す
る
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

協
力
し
収
束
後
の
消
費
喚
起

を
図
る　

２
７
４
万
７
千
円

▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
品
の
タ
ク

シ
ー
に
よ
る
宅
配
に
係
る
宅

配
料
の
一
部
支
援
（
１
回
当

た
り
７
０
０
円
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

35
万
４
千
円

▼
医
療
機
関
等
へ
配
布
す
る

消
耗
品
等
（
マ
ス
ク
・
消
毒

液
等
）
の
購
入

　
　
　
　

８
２
８
万
６
千
円

▼
指
定
避
難
所
の
感
染
症
対

策
の
た
め
、
備
蓄
用
品
（
マ

ス
ク
・
体
温
計
・
消
毒
液
等
）

の
購
入　
　
　
　
　

88
万
円

千
葉
議
員　

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

整
備
が
１
億
円
以
上
と
高
額

だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

▼
栗
山
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
条
例

篤
志
家
等
か
ら
支
援
を
募
り

な
が
ら
、
こ
の
困
難
を
乗
り

越
え
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て

基
金
を
設
置
す
る
。

質

疑

藤
本
議
員　

い
ず
れ
は
役
目

を
終
え
る
が
、
な
ぜ
時
限
立

法
に
し
な
か
っ
た
の
か
。

三
田
議
員　

宅
配
タ
ク
シ
ー

の
利
用
の
流
れ
は
。

鈴
木
議
員　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
分
配
は
。テイクアウトを始める店が増えている

教
育
総
括　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
中
の
事
業

で
、
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
も
含

め
、
工
事
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
等
委
託
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
、
積
み
上
げ
で
総
額

１
億
円
。
国
庫
補
助
金
を
使

い
な
が
ら
行
う
。
契
約
に
つ

い
て
は
、
議
決
後
、
文
部
科

学
省
か
ら
補
助
金
の
交
付
決

定
を
受
け
、
入
札
を
行
い
、

事
業
展
開
を
進
め
て
い
く
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

影
響

を
受
け
た
タ
ク
シ
ー
事
業
者

と
飲
食
店
支
援
の
た
め
事
業

を
行
う
。
７
月
に
試
験
運
用

し
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
運
葉
面

の
課
題
を
把
握
し
な
が
ら
、

段
階
的
に
事
業
内
容
を
磨
き

上
げ
る
。
試
験
運
用
の
間
は

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
情
報
サ
イ

ト
「
ｋ
ｕ
ｒ
ｉ
ｇ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ

（
く
り
ご
は
ん
）」
の
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
と
電
話
（
ブ
ラ

ン
ド
推
進
課
）
で
一
度
受
付

し
、
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

各
飲
食
店
・
栗
山
ハ
イ
ヤ
ー

に
発
注
す
る
流
れ
。
本
格
運

用
は
８
月
か
ら
を
予
定
。
そ

の
際
、
利
用
者
は
各
店
舗
に

直
接
注
文
し
、
各
店
舗
か
ら

ハ
イ
ヤ
ー
会
社
に
配
達
依
頼

す
る
流
れ
を
想
定
し
て
い

る
。

　

利
用
者
は
弁
当
代
の
み
の

負
担
で
、
各
店
舗
に
つ
い
て

も
負
担
は
な
い
。
あ
く
ま

で
、
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
者

に
対
し
て
１
回
７
０
０
円
の

支
援
を
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

目
標

額
２
０
０
万
円
を
分
配
す

る
。
町
で
返
礼
品
を
準
備

し
、
事
業
者
の
負
担
は
な
い

が
、
返
礼
品
の
お
渡
し
や
電

子
感
謝
券
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
た
だ
け
る
店
舗
を
登
録

し
、
そ
の
店
舗
数
に
応
じ
て

分
配
を
す
る
。
登
録
店
舗
は

現
在
60
店
舗
ほ
ど
を
想
定
。

町
と
し
て
も
、
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
い
て
広
く
飲
食
店
に

参
加
い
た
だ
き
た
い
。
今

後
、
よ
り
魅
力
的
な
取
り
組

み
だ
と
思
わ
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し

な
が
ら
目
標
到
達
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
総
括　

篤
志
家

か
ら
の
寄
附
も
あ
り
目
的
基

金
と
し
て
明
確
に
対
応
す
る

た
め
設
置
し
た
。
当
然
今
年

度
限
り
で
終
わ
る
こ
と
も
な

く
、
今
後
も
継
続
し
て
対
策

を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
今
時
点
で
ど

の
年
度
ま
で
、
と
い
う
こ
と

は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
設

置
し
た
中
で
継
続
的
に
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

役
目
を
終
え
た
時
に
は
、

廃
止
の
提
案
を
す
る
。
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そ
の
他
の
補
正
予
算

意
見
書

【
要
旨
】  

　

森
林
の
整
備
を
進
め
、
木

材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い

く
こ
と
は
、
地
方
創
生
に
も

大
き
く
貢
献
す
る
。

　

人
工
林
資
源
が
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
る
中
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
て
施
策
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
次
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
森
林
整
備
事
業
及
び
治

山
事
業
の
財
源
を
十
分
・
安

定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
間
伐
、
植
林
、
種
苗
生

産
等
を
着
実
に
進
め
る
た
め

地
方
債
の
特
例
措
置
を
継
続

す
る
こ
と
。

３
．
森
林
整
備
か
ら
木
材
の

加
工
・
流
通
、
利
用
ま
で
の

一
体
的
な
取
り
組
み
等
、
必

要
な
支
援
措
置
を
充
実
・
強

化
す
る
こ
と
。

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

解説

　地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめた書類のこと。地
方自治法第 99 条で「普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。」と定められています。
　今回、議会で決定された意見書は、北海道知事や内閣総理大臣等に宛てて提出されます。

「意見書」とは？

賛
否
の
公
表

※
今
回
は
、
賛
否
が
分
か
れ

た
議
案
が
な
か
っ
た
た
め
、

掲
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

一
覧
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第３回定例会
賛否の公表 QR

人
事
案
件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

【
農
業
委
員
会
委
員
】

長
谷
川　

誠　

氏　

富
士

寺　
　

雅
彦　

氏　

杵
臼

鳥
村　

正
行　

氏　

雨
煙
別

塚
本　

政
紀　

氏　

北
学
田

藤
田　
　

淳　

氏　

桜
山

田
村　

俊
彦　

氏　

旭
台

吉
田　

寿
栄　

氏　

阿
野
呂

中
島　

武
博　

氏　

三
日
月

田
村　

賢
治　

氏　

角
田

長
尾　

卓
也　

氏　

南
学
田

川
崎　

浩
彦　

氏　

継
立

小
暮　

滝
弘　

氏　

御
園

笹
谷　

和
広　

氏　

南
角
田

鈴
木　

正
志　

氏　

円
山

大
畠　

政
勝　

氏　

湯
地

桂　
　

一
照　

氏　

富
士

山
本　
　

強　

氏　

杵
臼

【
任
期
】

令
和
２
年
７
月
20
日
～

　
　
　

令
和
５
年
７
月
19
日

農業委員会は農地に関する事を執行する行政委員会

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
及
び
「
コ
ロ
ナ
時

代
」
に
対
応
し
た
学
生
の
学

修
機
会
確
保
の
た
め
の
機
材

整
備

授
業
録
画
用
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
、
学
生
貸
与
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど

　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

▼
学
修
環
境
に
係
る
学
生
の

経
済
負
担
支
援

１
人
一
律
５
万
円
を
支
給
。

さ
ら
に
、
親
元
を
離
れ
て
町

内
で
生
活
し
て
い
る
学
生
に

つ
い
て
は
５
万
円
を
加
算
し

計
10
万
円
を
支
給

         　
　

      

２
５
０
万
円

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算

　政治的な中立性の確保や専門的な判断
が必要な行政を行う合議制（複数人の人
が集まって相談し、物事を決定する）の
機関で、法律や条例により設置が定めら
れています。

行政委員会とは
解説



町政の
ここが聞きたい
７議員が一般質問

土井道子 議員
①図書館の更なるサービス展開を　　　　　　　　　　　     …　P12

齊藤義崇 議員
①コロナ禍に伴う規定予算変更や総合計画見直しの考えは　…　P11
②光回線について今後の整備は　　　　　　                              …　P11

鈴木千逸 議員
①オンライン授業の環境整備は　　　　　　　　　　　　　…　P10
②役場の物品購入について管理体制は　　　　　　　　　　…　P10

佐藤則男 議員

千葉清己 議員
①ＪＲ北海道室蘭線の存続について考えは　　                          …　P7

第３回定例会一般質問
録画配信 QR

佐藤　功 議員
①受診ルートの明確化等、今後の対策や支援は　　　　         …　P8

藤本光行 議員

①コロナ禍における予算組み替えの考えは　　　　　　　　…　P13
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①「避難所運営マニュアル感染症対応版」の作成を                 …　P9



町
長　

２
０
１
７
年
南
空
知

沿
線
の
岩
見
沢
市
、
由
仁

町
、
栗
山
町
に
よ
る
首
長
懇

談
会
を
開
催
し
、
２
０
１
９

年
に
は
、
胆
振
沿
線
苫
小
牧

市
、
安
平
町
を
含
め
た
２
市

３
町
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線

活
性
化
連
絡
協
議
会
」
を
設

立
し
、
事
業
展
開
を
し
て
き

た
。

　

情
報
発
信
を
は
じ
め
乗
車

体
験
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

地
域
密
着
型
観
光
列
車
（
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
）
の
運
行
な

ど
、
利
用
促
進
、
拡
大
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
き

た
。

　

一
方
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
厳

し
い
経
営
状
況
等
を
鑑
み
、

昨
年
度
か
ら
、
２
年
間
の
措

置
と
し
て
、
利
用
促
進
に
関

連
す
る
設
備
投
資
に
対
し
て

独
自
の
臨
時
的
支
援
を
決
定

議
員　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
平
成

28
年
11
月
に
室
蘭
線
（
沼
ノ

端
～
岩
見
沢
）
を
含
む
13
路

線
を
単
独
で
は
維
持
困
難
と

発
表
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
経
営
改
善

計
画
を
発
表
し
、
令
和
元
年

と
２
年
を
「
第
１
期
集
中
改

革
期
間
」
と
し
、
経
営
改
善

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
料
金
収
入
の
急
激
な

落
ち
込
み
は
令
和
２
年
４
月

分
で
約
40
億
円
と
経
営
に
深

刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い

る
。

　

そ
の
一
方
で
は
国
の
Ｊ
Ｒ

北
海
道
支
援
の
前
提
で
あ
る

旧
国
鉄
債
務
処
理
法
は
来
年

３
月
で
期
限
を
迎
え
る
が
、

北
海
道
知
事
は
昨
年
の
第
４

回
定
例
道
議
会
で
「
Ｊ
Ｒ
北

海
道
に
対
す
る
利
用
促
進
以

外
の
地
域
負
担
は
認
め
ら
れ

な
い
。」
と
表
明
し
、
国
の

地
元
負
担
を
求
め
る
考
え
と

対
立
し
て
い
る
。

　

栗
山
町
は
昨
年
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
に
対
し
、
１
３
０
万
円

の
支
出
を
行
い
、
沿
線
５
市

千葉清己 議員

Ｊ
Ｒ
問
題

Ａ：関係期間と連携し取組み推進する

                    Ｑ：室蘭線の存続について考えは

ＪＲ室蘭線はイベント時の重要な移動手段

は
、
単
に
交
通
手
段
だ
け
で

な
く
、
現
在
進
め
て
い
る
栗

山
町
の
都
市
再
生
整
備
な

ど
、
町
の
核
を
な
す
重
要
な

社
会
資
本
で
あ
る
。

　

地
域
の
実
情
な
ど
を
踏
ま

え
た
支
援
制
度
の
構
築
が
不
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町
と
「
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
活
性
化

連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
て

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
、
室
蘭

線
の
存
続
に
つ
い
て
栗
山
町

と
し
て
の
考
え
方
を
問
う
。

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

先
般
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
昨

年
度
決
算
が
公
表
さ
れ
、
鉄

道
運
輸
収
入
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
結
果
的
に
過
去
最
大
の
赤

字
と
な
っ
た
。
室
蘭
本
線

可
欠
で
あ
る
。

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
路
線
存
続
・
利
用
促
進

に
向
け
た
取
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。



町
長　

①
栗
山
赤
十
字
病
院

で
は
、
受
付
に
お
い
て
来
院

者
へ
の
聞
き
取
り
又
は
検
温

に
よ
り
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
救
急
外
来
窓

口
へ
誘
導
し
、
一
般
の
来
院

者
と
の
接
触
を
避
け
る
こ
と

で
、
感
染
予
防
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が
示

す
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
相
談
・
受
診
の
目

安
」
で
あ
る
、
風
邪
症
状
の

継
続
や
、
倦
怠
感
・
呼
吸
困

難
が
あ
る
場
合
な
ど
は
「
帰

国
者
・
接
触
者
セ
ン
タ
ー
」

に
相
談
の
う
え
受
診
す
る
。

町
と
し
て
も
「
受
診
の
目

安
」
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底

を
図
り
た
い
。

②
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

追
加
交
付
の
状
況
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
す
る
。

議
員　

町
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
１
人
の

感
染
者
、
１
件
の
休
業
・
廃

業
等
を
出
さ
な
い
と
い
う
立

場
で
質
問
す
る
。

栗山赤十字病院では発熱等の症状を申し出るよう案内している

Ａ：「受診の目安」周知徹底を図る

コ
ロ
ナ
対
策

　Ｑ：受診ルートの明確化を                   

　

栗
山
町
で
は
２
月
末
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本

部
、
５
月
１
日
に
同
対
策
室

を
設
置
し
、
町
民
か
ら
は
、

積
極
的
に
情
報
提
供
等
を
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佐藤功 議員

教
育
長　

③
必
要
な
時
数
を

確
保
す
る
た
め
、
土
曜
授
業

を
活
用
し
た
教
科
指
導
や
、

夏
・
冬
の
長
期
休
業
期
間
に

お
け
る
登
校
日
へ
の
振
替
を

通
し
て
、
学
習
の
機
会
を
保

障
し
て
い
く
。
ま
た
、
児

童
・
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た

学
習
環
境
を
整
備
し
学
力
の

確
保
に
取
り
組
む
。
夏
季
休

業
中
の
登
校
は
、
午
前
授
業

で
の
対
応
や
登
校
時
間
を
早

め
る
な
ど
健
康
管
理
に
は
十

分
配
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。
併
せ
て
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

活
動
、
ま
た
家
庭
訪
問
を
行

う
な
ど
、
引
き
続
き
子
ど
も

た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
て

い
き
た
い
。

行
っ
て
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
て
い

る
。
町
内
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に

つ
い
て
、
生
の
声

（
情
報
）
を
ど
の

よ
う
に
集
約
し
た

の
か
、
そ
れ
ら
の

情
報
を
今
後
の
対

策
に
ど
う
生
か
す

の
か
、
次
の
点
を

伺
い
た
い
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る

不
安
解
消
の
た

め
、
受
付
を
別
に

す
る
等
、
受
診

ル
ー
ト
の
明
確
化

を
。

②
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
生
活
支
援
を

行
う
考
え
は
。

③
小
中
学
校
の
長

期
休
校
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
学
力
の
保
障

と
心
身
の
ケ
ア
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。



町
長　

近
年
、
全
国
的
に
も

台
風
や
地
震
な
ど
に
よ
る
大

規
模
な
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
る
状
況
の
中
、「
栗
山

町
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ

き
、
災
害
予
防
や
応
急
対
策

に
、
各
団
体
や
、
地
域
と
連

災
害
対
策

Ａ：早急に整備をしていく

　Ｑ：感染症対応マニュアル作成を                  

今後は感染症対策を想定しなければならない

佐藤則男 議員

携
・
協
力
し
な
が
ら
災
害
対

策
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

に
な
っ
た
が
、
感
染
拡
大
は

未
だ
に
収
ま
ら
ず
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
出
水
期
を
迎
え

る
。

　

一
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
、

北
海
道
で
起
き
た
震
度
７
の

胆
振
東
部
地
震
と
道
内
全
域

的
停
電
、
昨
年
は
台
風
19

号
、
そ
し
て
、
今
年
は
全
国

各
地
で
震
度
４
ク
ラ
ス
の
地

震
が
頻
に
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
私

達
の
生
活
様
式
も
大
き
く
変

化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
風

水
害
や
震
災
に
備
え
て
、「
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
感
染

症
対
応
版
」
の
作
成
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解

を
伺
う
。

を
実
践
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

い
ま
だ
効
果
的

な
治
療
や
予
防

が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
中
、
災

害
に
対
す
る
備

え
も
、
感
染
症

対
策
を
含
め

た
、
新
た
な
対

応
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い

る
。

　

今
般
策
定
し

た
「
栗
山
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対

策
の
基
本
的
対

処
方
針
」
に
お

い
て
も
、
マ
ス

ク
や
消
毒
液
な

ど
必
要
な
物
資
の
備
蓄
、
避

難
所
に
お
け
る
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
発
熱
等
の

症
状
が
出
た
人
の
専
用
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
、
災
害

時
に
お
け
る
取
組
を
早
急
に

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています
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る
。「
北
海
道
版
避
難
所
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
考
に
、「
栗

山
町
地
域
防
災
計
画
」
の
見

直
し
と
、「
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
早
急
に
整
備

し
て
い
く
。
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町
長　

①
所
管
課
で
契
約
後

に
伝
票
の
起
票
、
購
入
後
は

出
納
室
の
審
査
を
受
け
て
か

ら
支
出
し
て
い
る
。

②
10
万
円
以
上
の
備
品
の
み

報
告
し
て
い
る
。

③
契
約
事
務
規
則
、
会
計
規

則
と
も
必
要
の
場
合
は
見
直

し
を
し
て
い
る
。

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
の
休
校
措

置
に
よ
り
学
校
で
学
習
す
る

時
間
を
失
し
た
子
ど
も
た
ち

へ
の
今
後
の
教
育
対
策
に
つ

い
て
、
先
般
示
さ
れ
た
本
町

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
実

施
計
画
に
は
、「
小
中
学
校

及
び
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施

に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め

ま
す
。」
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

今後は、より効果的な ICT の活用が重要

Ａ：本年度「１人１台端末」整備予定

教
育
対
策

　Ｑ：オンライン授業の環境整備は                   

議
員　

本
町
の
物
品
の
購
入

に
つ
い
て
、
過
去
５
年
分
の

実
績
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

見
積
も
り
で
単
価
の
安
い
提

案
を
し
た
業
者
を
選
ん
で
購

入
し
て
い
る
物
品
と
、
そ
れ

以
外
の
随
意
契
約
の
も
の
が

混
在
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
随
意
契
約
の
購
入
実
績
を

管
理
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕

組
み
が
で
き
て
い
る
か
。

②
管
理
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る

仕
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
場

合
、
そ
の
購
入
内
容
実
績
を

詳
細
に
監
査
委
員
に
報
告
す

る
仕
組
み
が
あ
る
か
。

③
物
品
購
入
に
係
る
契
約
事

務
の
規
則
の
見
直
し
は
、
適

宜
適
切
に
な
さ
れ
て
い
る

か
。

町
長　

①
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
整
備
計
画
『「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
加
速
に

①
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施

に
向
け
て
、
本
年
度
の
具
体

的
な
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

②
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
概
要

に
つ
い
て
。

③
児
童
生
徒
の
学
習
の
遅
れ

を
挽
回
す
る
独
自
の
施
策
に

つ
い
て
。

   

Ｑ
：
管
理
体
制
は

                  
物品購入

Ａ
：
規
則
に
基
づ
き

　
　
　
　

  

管
理
し
て
い
る

鈴木千逸 議員

よ
る
学
び
の
保
障
』

と
し
て
本
年
度
、「
１

人
１
台
端
末
」
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有

効
活
用
を
図
る
た

め
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

委
員
会
」
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

②
昨
年
、「
栗
山
町

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
計
画
」
を
策

定
し
た
が
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
全
て
の
児
童

生
徒
が
使
い
、
情
報

を
活
用
す
る
事
を
目

指
す
こ
と
」
を
基
本

に
、
よ
り
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
方
法
の
調
査
・

検
討
、
今
後
の
計
画
的
な
整

備
、
学
校
と
の
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
学
校
教
育
の
情

報
化
を
進
め
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
授
業
の
不
足
は
１
０
０

時
間
以
上
で
あ
る
が
、
今

後
、
土
曜
授
業
の
活
用
、
夏
・

冬
休
み
の
短
縮
、
休
み
時
間

や
放
課
後
の
学
習
指
導
等
を

行
っ
て
い
く
。
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齊藤義崇 議員

財
政
・
計
画

Ａ：変更や見直しは考えていない

　Ｑ：既定予算変更や計画見直しは                  

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
大
流
行
に
よ
っ

て
様
々
な
影
響
が
出
て
い

る
。
今
日
の
よ
う
な
事
態
へ

の
備
え
を
恒
常
的
に
進
め
つ

つ
、
普
段
の
予
防
対
策
と
し

て
、
新
生
活
ス
タ
イ
ル
が
推

進
さ
れ
て
お
り
、
今
後
確
実

に
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
新
生
活
ス
タ
イ
ル

の
定
着
に
は
、
施
設
整
備
を

は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
予

算
と
労
力
を
傾
け
る
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
予
算

の
執
行
計
画
の
変
更
が
急
務

で
あ
る
と
同
時
に
、
新
生
活

ス
タ
イ
ル
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
さ
れ
る
よ
う
都
市

再
生
整
備
計
画
や
第
６
次
総

合
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

町
長　

小
中
学
校
の
臨
時
休

校
や
公
共
施
設
の
休
館
な

ど
、
町
民
の
皆
様
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
感
染
予
防
対
策

を
進
め
、
事
業
継
続
に
向
け

　

Ｑ
：
今
後
の
整
備
は

                  
光回線　

Ａ
：
全
町
整
備
進
め
る

議
員　

本
町
に
お
け
る
光
回

線
の
整
備
状
況
は
、
令
和
元

年
度
現
在
で
約
95
％
（
総
務

省
調
）
で
あ
る
。
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
区
の
多
く
は
農

村
で
、
次
い
で
公
営
住
宅
で

あ
る
。
情
報
交
換
や
情
報
共

有
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
動

画
や
画
像
を
用
い
た
情
報
交

換
は
、
医
療
、
教
育
、
福
祉

で
の
活
用
場
面
も
増
え
つ
つ

あ
り
、
高
速
通
信
回
線
は
、

新
生
活
ス
タ
イ
ル
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。

　

未
整
備
地
区
に
対
す
る
行

政
の
積
極
的
な
整
備
方
針
が

な
く
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
整
備
を
実

行
す
る
た
め
の
政
策
的
支
援

が
な
ぜ
な
さ
れ
な
い
の
か
、

そ
の
理
由
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

町
長　

６
月
定
例
会
で
補
正

予
算
を
提
案
す
る
小
中
学
校

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
及
び
１
人
１
台
端
末
の
整

備
と
併
せ
て
一
体
的
に
光

フ
ァ
イ
バ
の
整
備
を
行
い
、

町
内
全
て
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
、
コ
ロ

ナ
時
代
に
お
け
る
「
新
た
な

生
活
様
式
」
に
必
要
な
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。

令和４年までの計画が策定されている

た
町
独
自
の
事
業
所
資
金
繰

り
支
援
な
ど
、
対
策
を
講
じ

て
き
た
。

　

今
後
も
緊
急
経
済
対
策
に

基
づ
き
取
組
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
係

る
予
算
対
応
は
基
本
的
に
国

の
責
務
で
、
地
域
実
情
を
考

慮
し
た
部
分
や
補
助
制
度
の

隙
間
の
部
分
を
各
自
治
体
が

対
応
す
る
事
が
基
本
と
考
え

る
。

　

感
染
症
対
策
に
係
る
予
算

執
行
は
、
国
の
支
援
制
度
を

最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
、
規
定
予
算
を
組
み

替
え
て
の
対
応
は
予
定
し
て

い
な
い
。

　

計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
都
市
再
生
整
備
計
画
は

計
画
通
り
進
め
る
考
え
で
あ

る
。
第
６
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
は
、
事
業
を
見
直
す
考

え
は
無
い
が
、
今
後
の
執
行

状
況
に
よ
り
進
行
管
理
計
画

の
中
で
整
理
を
行
う
。



　Ｑ：更なるサービス展開を                   

Ａ：調査・検討し、改善を図る

図
書
館
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議
員　

今
年
２
月
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
栗
山
町
図

書
館
が
急
き
ょ
休
館
し
た
こ

と
は
、
図
書
館
利
用
者
に

と
っ
て
大
変
残
念
な
出
来
事

で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
住
民
の
た

め
に
リ
ク
エ
ス
ト
の
図
書
な

ど
10
点
を
、
利
用
者
に
宅
配

す
る
企
画
を
し
た
図
書
館
職

員
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
と

感
謝
と
拍
手
を
送
り
た
い
。

　

図
書
館
設
立
か
ら
32
年
が

経
過
し
、
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
た

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で

き
な
い
か
次
の
４
点
に
対
し

て
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

①
伊
藤
正
氏
や
栗
谷
川
健
一

氏
な
ど
、
栗
山
町
に
関
係
の

あ
る
芸
術
作
品
を
町
内
外
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と

し
て
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

②
図
書
館
に
係
る
未
公
開
の

書
籍
を
一
般
公
開
す
る
た
め

に
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材

を
確
保
（
雇
用
）
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

③
障
が
い
等
に
よ
り
、
図
書

館
や
移
動
図
書
館
を
利
用
で

き
な
い
町
民
に
、
宅
配
サ
ー

ビ
ス
を
効
果
的
に
周
知
し
、

利
用
促
進
を
図
れ
な
い
か
。

④
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
改
善
し
、
よ
り
多
く
の
書

籍
を
町
民
に
還
元
で
き
な
い

か
。

感染症対策を行いながら、運営をしている

教
育
長　

①
伊
藤
正
氏
の
絵

画
は
、
Ｅ
ｋ
ｉ
に
て
全
74
作

品
を
所
蔵
し
、
例
年
10
日
間

程
度
展
示
会
を
開
催
。
栗
谷

川
健
一
氏
の
作
品
は
、
図
書

館
に
て
全
10
作
品
を
所
蔵
し

て
い
る
が
、
近
年
は
一
般
公

開
を
し
て
い
な
い
。
今
後

は
、
所
蔵
リ
ス
ト
を
含
め
作

品
を
公
開
す
る
機
会
を
増
や

し
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

②
現
在
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム

登
録
を
し
て
い
な
い
書
籍
に

つ
い
て
は
、
約
３
０
０
０
冊

あ
る
。
そ
の
種
類
も
多
岐
に

わ
た
り
、
全
て
の
書
籍
に
精

通
し
管
理
す
る
人
材
を
確
保

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か

し
、
将
来
的
に
は
、
資
料
の

デ
ー
タ
化
等
の

整
備
を
図
り
、

町
民
の
皆
様
の

要
望
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

③
身
体
の
障
が

い
等
に
よ
り
図

書
館
を
利
用
で

き
な
い
場
合

は
、
郵
送
に
よ

る
図
書
の
貸
し

出
し
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
は

進
め
て
き
た

が
、
現
在
ま
で

活
用
実
績
は
な

く
今
後
は
、
先

進
事
例
も
調
査

し
利
用
促
進
に

努
め
た
い
。

④
図
書
館
本
館

土井道子 議員

や
角
田
、
継
立
で
実
施
し
て

い
る
「
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

市
」
は
、
毎
年
４
回
、
開
催

し
て
い
る
。
例
年
４
０
０
０

冊
程
度
の
図
書
を
町
民
に
還

元
し
、
残
っ
た
図
書
に
つ
い

て
は
、
栗
山
赤
十
字
病
院
や

泉
徳
園
な
ど
の
施
設
図
書
と

し
て
い
る
。
今
後
も
改
善
を

図
り
、
町
民
還
元
に
努
め
た

い
。
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町
長　

①
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
世
界
で
ま

ん
延
し
、
経
済
活

動
が
制
限
さ
れ
る

な
ど
、
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。

　

本
町
も
２
月
26

予
算
対
応

Ａ：組み替えは行わない

　Ｑ：予算組み替えの考えは                  

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
は
全
世
界

に
様
々
な
影
響
を
与
え
、
感

染
症
の
脅
威
を
再
認
識
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
我
々
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
も
一
変
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。

新型コロナウイルス感染症の影響により、執行できない予算もある

藤本光行 議員

　

本
町
に
お
い
て
も
感
染
者

の
発
生
は
み
て
い
な
い
も
の

の
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
は

続
い
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

中
で
町
民
は
様
々
な
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
日
々
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

　

町
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら

し
の
確
保
は
行
政
の
使
命
で

あ
る
が
本
町
が
行
う
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
対
策
に
関
わ
る
予
算
に
つ

い
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

日
に
対
策
本
部
を
設
置
し

た
。
緊
急
事
態
措
置
に
伴

い
、
住
民
・
経
済
活
動
の
制

限
が
行
わ
れ
た
が
、
影
響
が

大
き
い
企
業
や
事
業
者
へ
の

雇
用
・
事
業
継
続
を
支
援
す

る
た
め
、
経
済
対
策
を
進
め

て
き
た
。

②
補
正
予
算
を
計
上
し
、
本

定
例
会
で
も
、
追
加
と
し

て
、
約
２
億
９
千
万
円
の
補

正
を
提
案
し
て
い
る
。
今
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
一

日
も
早
い
回
復
の
た
め
、
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
対
策

を
講
じ
る
。

③
事
業
執
行
へ
の
影
響
を
整

理
し
た
。
こ
の
中
で
、
く
り

や
ま
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
減

額
を
提
案
し
て
い
る
。
執
行

残
が
生
じ
る
も
の
は
、
財
源

振
替
を
考
え
る
が
、
予
算
の

組
み
替
え
は
行
わ
な
い
。

①
現
時
点
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
本
町
へ
の
影

響
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。

②
各
種
対
策
を
行

う
上
で
の
予
算
の

考
え
方
は
。

③
こ
の
流
行
を
受

け
て
令
和
２
年
度

予
算
の
組
み
替
え

は
考
え
に
な
い

か
。

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画
配信をしています。栗山町議会ホームページもしくは YouTube
からご覧ください。

栗山町議会 検索YouTube でも、
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 アンケートのご協力
ありがとうございました！

令和２年議会報告会

▼
開
催
日
程
・
時
間

地
域
に
よ
っ
て
、
都
合
の
良

い
時
期
や
時
間
が
異
な
る
た

め
、
今
後
も
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
日
程
を
決
め
る
。

▼
資
料
作
成

資
料
自
体
の
分
か
り
や
す
さ

だ
け
で
は
な
く
、
説
明
仕
方

や
声
の
大
き
さ
な
ど
に
配
慮

す
る
よ
う
改
善
す
る
。

▼
発
言

発
言
し
づ
ら
か
っ
た
と
い
う

声
が
多
数
あ
っ
た
。
今
後

は
、
発
言
し
や
す
い
雰
囲
気

づ
く
り
や
運
営
面
の
工
夫
が

必
要
で
あ
る
。

分
析
結
果

４ 

説
明
や
資
料

３ 

開
催
時
刻

５ 

あ
な
た
の
意
見

２ 

開
催
日

１ 

開
催
時
期

２月３日～１１日に開催した、議会報告会へご参加いただきありがとうございました。
その際に回収させていただいた、アンケートの結果がまとまりましたので、報告します。

　

男
性　
　
　

１
８
８
人

　

女
性　
　
　
　
　

95
人　

　

合
計　
　
　

２
８
３
人

　

回
収
枚
数　

２
２
７
枚

　

回
収
率　
　

80
．
２
％

参
加
者

男性　66％

女性
34％

いつでも
48.5％

春～夏
20.7％

秋～冬
29.5％

無回答
1.3％

・「
い
つ
で
も
」
が
最
多

・
鳩
山
や
南
学
田
な
ど
で
は

「
秋
～
冬
」
が
多
か
っ
た

・
南
部
公
民
館
な
ど
で
は

「
春
～
夏
」
が
多
か
っ
た

いつでも
52.4％月～金

26.9％

土・日
20.3％

無回答
0.4％

・「
い
つ
で
も
」
が
最
多

・
南
部
公
民
館
な
ど
で
は

「
月
～
金
」
が
多
か
っ
た

いつでも
31.7％

日中
35.2％

夕方～
31.3％

無回答
1.8％

・「
日
中
」
が
最
多

・
今
回
午
後
６
時
30
分
開
催

の
南
部
公
民
館
や
角
田
改
善

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
「
夕
方

～
」
が
多
か
っ
た

６ 

主
な
要
望

理解できる
64.8％

理解しにくい
21.1％

よく
わからない

7.9％

無回答
0.4％・

ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
理
解

で
き
る
」
と
回
答

言えた
26.0％

言えな
かった
25.6％

機会が
なかった

22.0％

無回答
26.4％

・「
言
え
た
」
は
26
％
に
と

ど
ま
っ
た

・
約
半
数
が
「
言
え
な
か
っ

た
」「
機
会
が
な
か
っ
た
」

と
回
答

・
勇
気
が
な
く
て
声
を
上
げ

ら
れ
な
い
人
に
、
意
見
な
ど

を
言
え
る
機
会
が
欲
し
い
。

・
た
だ
資
料
を
読
む
だ
け
で

は
な
く
、
か
み
く
だ
い
て
説

明
し
て
も
ら
っ
た
方
が
質
問

を
し
や
す
い
。

・
開
催
は
あ
た
た
か
い
時
期

の
方
が
人
の
集
ま
り
が
良
い

の
で
は
？

・「
ど
こ
か
ら
で
も
ど
う
ぞ
」

と
い
わ
れ
て
発
言
し
づ
ら

か
っ
た
。

・
各
課
題
ご
と
に
質
問
を
聞

い
て
ほ
し
い
。
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　広報広聴常任委員会では、より多くの方と意見交換を行うため、出前報告会を実施していま
す。今年度は下記のとおり実施しますので、お気軽にお申し込みください！

【申し込み方法】
希望する日時、場所、内容、人数、団体の方は団体名を下記宛先までお知らせください。
●宛先●　　栗山町議会事務局　（栗山町役場内）
　〒 069-1512　北海道夕張郡栗山町松風３丁目２５２番地　
　TEL：0123-73-7517　／　FAX：0123-72-1233
　E メール：gikai-jimukyoku@town.kuriyama.hokkaido.jp
　※電話での問い合わせは平日 8 時３０分～１７時１５分まで

　【期　間】
　　１０月１日～翌年３月３１日
　　午前９時～午後９時の間１時間～２時間程度
　【会　場】
　　会場は申し込み者様で手配願います
　【内　容】
　　議会や議員活動に関連する内容とします
　【議　員】 
　　出席は３～４人の班で対応させていただきます

出前報告会を実施します！

　「くりやま議会だより No.161」が第 40 回北海道町村議会議長会広報コンクールで入選しまし
た。（特選：別海町、入選：倶知安町、和寒町、栗山町）栗山町が入選するのは、平成 28 年以来、
約４年ぶりです。
　今回入選できたのも、いつも議会だよりをご愛読いただき、ときに厳しく、ご意見をいただく
議会モニターの皆さま、町民の皆さまの声があったからです。今後とも、読みやすい・読みたく
なる、議会だよりの作成を心がけていきたいと思います！

く り や ま 議 会 だ よ り N o . 1 6 1 が

第 4 0 回 北 海 道 町 村 議 会 広 報 コ ン ク ー ル で

入 　 選

上段左から：事務局樋口主事、齊藤委員、鈴木委員、千葉委員
下段左から：佐藤則男委員、土井委員長、佐藤功副委員長



９月定例会の開会日

月　　 日～９ ８
議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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ひ と こ と
  いざわ           あやか

　  「栗山町民にこそ、
　　　　   美味しい野菜を食べてほしい！」　
　　　　　井澤　綾華 さん（阿野呂）

表紙の一枚！

     

マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
の
作
業
は

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

熱
中
症
に
注
意
し
て

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

齊
藤
義
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
場
所
：
継
立
小
学
校
）

　

　私は 5 年前に栗山町で地域おこし協力隊員として働き始めま
した。現在は阿野呂で農業を営む夫と結婚し、3 歳と１歳の子ど
もに恵まれ料理研究家や野菜の収穫・加工など、多忙ながら日々
充実した時間を過ごしています。
　昨年の７～ 11 月の第一日曜日に、栗夢プラザで朝市「栗山
ファーマーズマルシェ」を主宰しました。

「農家の野菜を直接買える機会が少ない。栗山にはすばらしい生
産者と美味しい野菜があるのにもったいない！」
という思いから出た企画です。
　やるとなると心配事がつぎつぎと出てきます。
町の人たちは買いに来てくれるかな。その日は晴れるかな。野菜
が余ったらどうしよう！娘が誕生して数カ月、この娘の世話はど
うしよう！
　でも、ふたを開けてみると、商店街の方からのバックアップ、
農家の有志たちの参加、毎回楽しみに野菜を買い求めるお客さん
たちの笑顔に励まされ、大盛況で終えることが出来ました。
　これからも地元に愛される野菜を作り、認められる生産者を目
指したい！という意欲がどんどん湧いてきました。
　参加した農家の人たちで意見交換をすると「次はこんなことに
取り組もう」と前向きな意見が多く出て今後がとても楽しみで
す。
　令和 2 年は、新型コロナウィルス感染症の影響で、余儀なく
軌道修正になります。8 月は、町や農協とタッグを組み青空市場
を開催予定です。栗山の特産品を提供し、このマルシェが生産者
と町民の交流の場になれるよう、これからも頑張ります。

ホームページ QR

9 月 4 日（金） 議会運営委員会
9 月 8 日（火） 第 5 回議会定例会
9 月 14 日（月） 決算審査特別委員会

   ※全て 9 時 30 分開会予定です


